
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬 生活衛生局
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時 以降)

033595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取 (害1当て)額等回答表

令和叶年2月 メ十日
令和4年 3月 10日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬 動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金 契約金等の受取(割 当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のアフィ性知ペンの残留基準の設定について

②食品中のアプシシン酸の残留基準の設定について

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について

④食品中のシアントラニリプロールの残留基準の設定について

⑤食品中のシフル円ンの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラニリプロールの残留基準の設定について

⑦食品中のパシトラシンの残留基準の設定について

③食品中のビコキシス陣ビツの残留基準の設定について

⑨食品中のフルフツ クスロンの残留基準の設定について

⑩食品中のベンシクロンの残留基準の設定について

①食品中のルバベ如 ンの残留基準の設定について
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①食品中のアフィドピロベンの残留基準の設定について

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

②食品中のアプシシン酸の残留基準の設定について

ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

500

レ

ー

有

有

□

□

し

し

無

無● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         口 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金 契約金等の受取(害J当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について

♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

無

無

♂
〆
１
‐
ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

♂ 無し
受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

□

● 申請資料等の作成に

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万 円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

無

無
♂
♂
１
‐
ｊ

有

有● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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5り :  フジ

取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度
□

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無 :□

該当の有無 :□

ば  無し

υ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

500万円超

●

●

匡
―
―
Ｉ
Ｌ

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無
♂
♂
「‐
‐
Ｊ

有

有

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500

→ 該当の有無 :□ 有り審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

し

し

無

無

♂
υ

「
―
―
―

―
Ｉ
Ｊ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

奇 1」 笠 夭 詢 範 寺 の 受 Ilkヽ 吉」ヨ (′ 観

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

ラ

ー

●

●

ＦＩ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 令和元年度

□ 令和2年度

□

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

♂ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□

→ 該当の有無 :□
→ 該当の有無 :□

有

有

し

し

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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割当て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

ご 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下
□ 令和元年度

□ 令和2年度

□

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

→  該 当 の ■ 熟 :

→ 該当の有無 :

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
コ

ビ
ご

有

有

□

□

し

し

無

無

ピ
ご

有

有

□

□

♂ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

500万 円超

→ 該当の有無 :

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

奇 11笠 大

“

」笠 寺 υノ冥 ■tXヽ 剤 ヨ ヽノ観

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金 契約金等の受取 (割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

♂ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

500万 円超

→ 該当の有無 :□

□

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

し

し

無

無

♂
〆
１

１

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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♂ 無し
● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

500万円超

●
有

有

□

□

し

し

無

無

ご
ざ

．
‐
‐
‐
Ｊ

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

契約金等の受取

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

受取の有無 :□ 有リ  ビ  無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

500万円超

該当の有無:□ 有り

該当の有無 :□ 有り

♂
ピ
‐
‐
Ｊ

し

し

無

無
● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

→  受 :□ 有リ  ビ
′

無し

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

500万円超

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

し

し

無

無

レ

ー

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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□

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

④食品中のシアントラニリプロールの残留基準の設定について

→ 受取の有無 :□ 有り ピ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万 円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

当て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

し

し

無

無

正
〆
‐
‐
ｊ

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ シヨの有恭 :

→ 該当の有無 :

⑤食品中のシフルblJンの残留基準の設定について

br無し● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

1(申請企業等):  エフエム,

契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

こ密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□

し

し

無

無

ご
ざ
「‐
‐
∃

有

有

□

□

し

し

無

無

♂
♂
‐
‐
ｊ

有

有

□

□→ 該当の有無 :

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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⑥食品中のテトラニリプロールの残留基準の設定について

て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

□

⑦食品中のパシトラシンの残留基準の設定について

:□ 有り  ♂ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□

し

し

無

無

ご
ざ
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

●

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

♂ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

し

し

無

無

ジ

． ‐

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

1特

記事項

企業名 (製造企業等 ): 三 井製薬 工業株 式会社

寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

♂ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

●
→ 該
→ 診

し

し

無

無

ラ

ー

有

有● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の力l害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係



③食品中のビコキシストロビンの残留基準の設定について

ご 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

⑨食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

し

し

無

無

ご
〆
‐
‐
ｊ

有

有

奇 何 笠 契 詢 笠 寺 の 史 取 割ヽ ヨ C,級

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

2r無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

→ 該当の有無 :□ 有り● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

し

し

無

無
ご
ざ
「‐
‐
Ｊ

⑩食品中のベンシクロンの残留基準の設定について

罰 舞 羅 築 鶉 語 ♂
上

― ― ― ― ― 一 ― 丁 繭 誦 而 罰
~ご

無し● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

し

し

無

無

♂
♂
‐
‐
ｊ

有

有

□

□

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 寄Ell金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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争): `
取 (害J当 て

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

ご 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

●

●

巨
―
―
Ｉ
Ｌ

し

し

無

無

ゴ
〆

有

有

□

□

]

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

詈(裂這 企業等 り: ′V
契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

□

● 申請資料等の作

:□ 有リ  ビ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500

→ 該当の有無 :固 有り
→ 該当の有無 :□ 有り● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

⑪食品中のルバベ如 ンの残留基準の設定について

し

し

無

無

ご
ヴ
‐
‐
ｊ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和元年度

□ 令和2年度

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

Er無し
当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□

該当の有無 :□
●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無

レ

ー

有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料

□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
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（ 宛　先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話　 03（5253）1111　（内線4289）

03（3595）2423　（18時以降）
FAX 03-3595-2432　（残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

令和　　　年　　　月　　　日

令和4年3月10日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現　職

氏　名

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について

厚生労働省　医薬・生活衛生局
　食品基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

　以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のアフィドピロペンの残留基準の設定について

②食品中のアブシシン酸の残留基準の設定について

⑩食品中のペンシクロンの残留基準の設定について

④食品中のシアントラニリプロールの残留基準の設定について

⑤食品中のシフルトリンの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラニリプロールの残留基準の設定について

⑦食品中のバシトラシンの残留基準の設定について

⑧食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑪食品中のルバベグロンの残留基準の設定について
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企業名（申請企業等）： BASFジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： リケンベッツファーマ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

①食品中のアフィドピロペンの残留基準の設定について

②食品中のアブシシン酸の残留基準の設定について

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について
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企業名（製造企業等）： フジタ製薬株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 共立製薬株式会社 
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： あすかアニマルヘルス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項
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企業名（製造企業等）： 株式会社科学飼料研究所   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： バイオ科学株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 株式会社トーヨー技術研究所   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項
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企業名（製造企業等）： コーキン化学株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： Meiji Seika ファルマ株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 日本全薬工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項
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企業名（製造企業等）： MSDアニマルヘルス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： エフエムシー･ケミカルズ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

④食品中のシアントラニリプロールの残留基準の設定について

⑤食品中のシフルトリンの残留基準の設定について
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企業名（申請企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： コーキン化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 三井製薬工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑦食品中のバシトラシンの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラニリプロールの残留基準の設定について
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企業名（申請企業等）： 日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： BASFジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： ゴーワン社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑧食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑩食品中のペンシクロンの残留基準の設定について

- 8 -



企業名（製造企業等）： クミアイ化学工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： バイエルクロップサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： エランコジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和元年度 □ ５０万円以下

□ 令和２年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和３年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑪食品中のルバベグロンの残留基準の設定について
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(宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒100一8916

電話

FAX

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1 1 1 1(内線4289)
03(3595)2423 (18時以降）
03-3595-2432 (残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和今年2月:ZS*日
令和4年3月10日薬事・食品衛生審議会食品術生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおリ回
答する。

①食品中のアフイドピ□ペンの残留基準の設定について

②食品中のアブシシン酸の残留基準の設定について

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について

④食品中のシアントラニリプロールの残留基準の設定について

⑤食品中のシフルドJンの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラニリプロールの残留基準の設定について

⑦食品中のバシトラシンの残留基準の設定について

⑧食品中のピコキシストロビンの残留基準の設定について

⑨食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

⑩食品中のペンシクロンの残留基準の設定について

⑪食品中のルバベグロンの残留基準の設定について

現職 国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

  氏名 做本 了
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①食品中のアフイドピロペンの残留基準の設定について

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

  ロ ーその他（

  口研究契約金ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

  一)
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り

「特記事項

念塞名（申請企業等):BASFジャパン秩式会社
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

-*受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

口その他（

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有り 防無し

該当の有無：口有り 13 無し

②食品中のアブシシン酸の残留基準の設定について

企業名（申誰企業等）：住友化学株式会社

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

一受取の有無：口有り 0)無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与一該当の有無：口有り eI無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り a 無し

  「特記事項π

③食品中のアンピシリンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：リケンベッツファーマ株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

  ―受取の有無：口有り無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

し
し

無
無
I
 
一

ば
1
2
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該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

d受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

・ ロ 500万円超

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

・申請資料等の作成に密接に関与

鬱審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（製造企業等）：フジタ製薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

-*受取の有無：口有り ぼ無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

   口 その他（）J
  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り E/無し
・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

該当の有無：口有り 0 無し

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

企業名（製造企業等）:共立製薬株式会社

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

―受取の有無：口有り 回無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

・ ロ 500万円超

  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り 0 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り Q 無し

  「特記事項1

企業名(製造企業等）：あすかアニマルヘルス秩式会社

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

し
し

無
無
-
 
I

T
3
0
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該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

~*受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ーロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

 πその他(

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

企業名（製造企業等）：バイオ科学株式会社

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

―受取の有無：口有り el無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

 π その他（

)

  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り d 無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り 0 無し

  「特記事項1

念業名(製造企塞等）：秩式会計トーヨー枯術研有所
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

一受取の有無：口有り Bf 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口 その他（

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有り 兒無し

一該当の有無：口有り BI無し

  口研究契約金ロ コンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

企業名(製造企業等）：秩盆会計租学飼料研萌所
無
無

1
3
 
θ
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企業名（製造企業等）：コーキン化学株式会社
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

  1令和3年度

受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

一1500万円超
【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

0 無し

材無し

企業造企業一等）：Meiii Seikaファルマ秩式会粁
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

     ロ ー令和3年度
【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

  口 その他（

受取の有無：口有り 益無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

 該当の有無：口有り θ

該当の有無：口有り 21
 無し

 無し

企業名（製造企業等）:日太全塞工業秩式会計
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

―受取の有無：口有り Bf無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金 ロコンサルタント料・指専料

口 当該企業の株式

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有り BI無し

―該当の有無：口有り 5/無し
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企業名（製造企業等）：MSDアニマルヘルス株式会社

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

  受取の有無：口有リ0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

〇 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

&

s
i

 無し

 無し

④食品中のシアントラニリブロールの残留基準の設定について

企業名（申請企業等):エフエムシー・ケミカルズ株式会社
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

受取の有無：口有り 13 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

     ロ ーその他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

 無し

 無し

⑤食品中のシフルドJンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：バイエルクロップサイエンス株式会粁

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

  ロ ー令和3年度

 受取の有無：口有り α 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

  ロ ーその他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

ET無し

cf無し
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⑥食品中のテトラニリブロールの残留基準の設定について

―該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

―受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

口その他(

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

口研究契約金 ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

企業名（製造企業等）:三井製薬工業株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

  一受取の有無：口有り無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロ コンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

口その他（

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有り 0*無し

  一該当の有無：口有り無し

  企寒名（申請企業等）: バイエルクロップサイエンス株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

-受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

・ ロ 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口 当該企業の株式

   口 その他（)
春申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

-該当の有無：口有り 立無し

該当の有無：口有り ST無し

⑦食品中のバシトラシンの残留基準の設定について

企業名(製造企業等）：コーキン化学株式会社

し
し

無
無

^
1
2
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⑧食品中のピコキシストロビンの残留基準の股定について

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

―受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ーロ 50万円超…500万円以下

.口 500万円超

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

肇申請資料等の作成に密接に関与

春審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業一名（申請企業菱）：日本皇薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

―受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口 寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権-特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口当該企業の株式

    口 その他（）
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り ぼ無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係該当の有無：口有り sf無し
  「特記事項1

⑨食品中のフルフェノクスロンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：BASFジャバン株式会社

⑩食品中のペンシクロンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：ゴーワン社

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

ーロ ー令和3年度

受取の有無：口有り 5/無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料.指導料

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

診

 無し

 無し

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口その他（

し
し

無
無
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該当の有無：口有り

―該当の有無：口有り

―受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ーロ 50万円超~500万円以下

・ ロ 500万円超

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

春申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（製造企業等）：バイエルクロップサイエンス秩式会針
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

ーロ令和3年度

受取の有無：口有り gf 無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口

該当の有無：口

 有り

 有り

 無し

 無し

⑪食品中のルバベグロンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：エランコジャバン株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和元年度

口令和2年度

口令和3年度

―受取の有無：口有り Ci無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

     口 その他（) I
  ・申請資料等の作成に密接に関与一該当の有無：口有り 白無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り Ef無し

  「特記事項1

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口その他（

企業名(製造企業等）：クミアイ化学工業株式会社
し
し

無
無

0
ぼ
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